
お 知 ら せ
〈同時資料提供先〉島根県政記者会

「令和５年度第１回山陰道地すべり対策検討委員会」
の開催について

出雲市多伎町地内における山陰道路面変状（地すべりの恐れ）について、学識者から

技術的助言をいただくことを目的に「令和５年度第１回山陰道地すべり対策検討委員

会」を下記のとおり開催しますのでお知らせします。

記

○日 時 ： 令和５年８月２２日（火）１３：３０～

○場 所 ： 国土交通省 中国地方整備局 松江国道事務所 ３階大会議室

松江市西津田町２丁目６番２８号

○内 容 ： 別紙「議事次第」参照

〇委員名簿 ： 別紙「委員名簿」参照

※道路の異状を発見したら、道路緊急ダイヤル 緊急通報＃９９１０へ

令和５年８月２１日

いずもし

国土交通省 中国地方整備局 松江国道事務所

副所長（管理） 伊藤 法政（いとう のりまさ） （内２０５）

【担 当】管理第２課長 中尾 真也（なかお しんや） （内４４１）

【広報担当】計 画 課 長 山本 活稔（やまもと かつとし）（内２６１）
TEL：（０８５２）６０－１３４５（直通）

：（０８５２）２６ー０６１１（夜間・休日）
URL：http://www.cgr.mlit.go.jp/matsukoku/

問い合わせ先

【報道の皆様へ】
会議は非公開とさせていただきます。ただし、開会から挨拶まで撮影時間を設けます。
また、会議終了後、同室にて取材対応いたします。

たきちょう

令和５年７月９日に発生した路面の変位（地すべりの恐れ）については、令和５年7月10日有識
者による現地調査の結果、法面に大きな変位がないことが確認され、山陰道の通行止めを解除して
います。

一方、当地域はこれまでも、複数地すべりが発生しており、山陰道の安全性を確実に確保する必
要があることから、より詳細な調査や、将来の法面安定性確保の検討を目的に、委員会を開催しま
す。

※松江国道事務所では、Ｘ(旧twitter)による情報発信を行っています。
Ｘ(旧twitter) http://twitter.com/road_matsue

QRコード



山陰道地すべり対策検討委員会

日 時：令和５年８月２２日（火）13:30～
場 所：松江国道事務所 ３階会議室

議 事 次 第

１．開会

１）松江国道事務所長 挨拶

２．議事

１）設立趣意書、及び規約の改定について

２）被災状況と要因

３）応急対策工（地すべり抑制等）の対策状況

４）恒久対策の方向性

５）監視体制について

６）その他

３．閉会
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 所 属 ・ 機 関 名 役 職 氏  名 

委員長 

 

松江工業高等専門学校 教授 河原 荘一郎 

委 員 

 

島根大学 総合理工学部 准教授 小暮 哲也 

委 員 中国地方整備局 道路部 道路情報 

管理官 

前田 文雄 

委 員 中国地方整備局  

松江国道事務所 

事務所長 近藤 弘嗣 

委 員 国土技術政策総合研究所 道路基礎 

研究室長 

渡邉 一弘 

委 員 国立研究開発法人  

土木研究所 

上席研究員 杉本 宏之 

委 員 国立研究開発法人  

土木研究所 

上席研究員 浅井  健一 

 


